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1964年7月(第28輯)

ベル ヌーイ数の周辺 武 隈 良 一( .1)

サ ミュエ ル ・バ トラー とダ ー ウ ィン 説(1)

一 パ トラーの 機械 観一

デ ィ ラン ・ トマ ス論

一そ の詩的想像力 と 「戦争」一

飛 田 茂 雄(23)

英語複合母音核音 の解釈 と表現の問 題 点

ゴーリキ イに関す る覚え書

〈コロレン コとの交友 をめ ぐってそ の4>

久 納 泰 之(.49)

高 嶋 稔(75)

r規範論』序説

現 象 と自由(一)
一 カン トニ元論 と美の問題一

松 本 忠 司(φ3)

一∫ 色 忠 良(119)

イギリス革命 におけ る宗教的寛容 の問題

川 村 三千雄1

浜 林 正 夫21

1965年1,月(第29輯)
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川1勇 治(47)

L工1:登(71)

田 二 郎1



●
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サ ミュ エル ・バ トラー とダ ー ウ ィシ 説(豆)

一 「生 活 と習 慣」につ い て一 飛 田 茂 雄(27)
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生涯 ・思 想 お よび業 績 につ い て(そ の一)田 中 昭 徳(119)

消 息 欄 (143)

1966年1月(第31輯)

魯迅初期の論文 にかんす るバズネーエ ワの所 論

W.S.モ ームの小説 の歴史的概観
一 その一1897年 よ り1914年 まで一

英語 の単純形 と進行形 」

川 上 久 寿(1)
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夫(73)'
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生涯 ・思想お よび業績について(そ の二)田 中 昭 徳(127)

支考 と 『荘 子』
一 『二+五 箇条』 の虚実論樹立 まで一 広 田 二 郎}

1966年7月(第32輯)

自 由 の 問 題
一 バル メスの思想 の一断面一 一 色 忠

ヘシ リー ・ミラーの受容の思想 飛 田 茂

ゴー リキイの御期創作 におけ る語 り手 の形蜘 とつ いて…松 本 忠
レ

ヘルマン ・ハイ ンペルの歴史研究

一 戦後 の西 ドイ ツと

ヒス トリスムスに関す る覚書(1)一 阿 部 謹

英語 の限定辞に関する一考察 高 嶋

フリー ドリヒ ・エーベ ルハル ト・フォン ・ヒョーの
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1967年7月(第34輯)

国際印度洋調査(IIOE)とSCOR-UNESCO

化学比較作業について

ロシヤ文学におけ る知識人 の問題

ラグビーにおけ る体力 トレーニングの一方法

体力に関する調査研究(そ の1)
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PoetryofW.B.Yeats

エ ヌ ・ヴ ェ ・ソー ソ ツ ェ ワ著

『中 国 語 の 受動 態 』(翻 訳)

皐ichadA.Sterry(139)

フ リー ド リヒ ・エ ーベ ル ハ ル ト・

フ ォン ・ロ ヒ ョー の生 涯,思 想

お よび 業 績 につ い て(そ の5)

川 上 久・寿(155)

藤原定家論覚え書

田 中 昭 徳(199)

細 谷 直 樹1

1967年12月(第35輯)特 別 号

木曾栄作名誉教授記念号

木曾栄作教授への感謝

木曾栄作先生 の人 と業績

「企業者」 とい う人間像i

実 方 正 雄 て1)

北 村 正 司(3)

一 そ の類 型 と リーダ ∴ シ ップ ・パ ター ソー ・… ・…・伊藤 森 右 衛 門(13)

デ ィラ ン ・ トマ ス とウ ェイ ル ズ 久 納 泰 之(25)



英語教育の問題点

ATentativeClassificationof

PronunciationErrorsin恥91ishas
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7加 η勤 ¢〆3Tαrθ 論

脇 田

一Time ,漉2C海07加sの 問 題 一

ジ ェ イ ム ズ ・ジ ョイ ス の 『亡 命 者 』

勇(41)

YoichiKitaichi(55)

「資本自由化」の視点

文芸裁判 と 「獲褻文書」の概念 ・(上)
1
木曾架作名誉教授略歴お よび著作 目録
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1968年4月(第36輯)

Brueckner理 論 と変分法 の関係につい て

近似日本語材料の直接再生実験

整数論と計算機(皿)

『ロ ー ラン の歌 』'にお け る若干 の類義 語(続)

エ ヌ ・ヴ 幹 ・ソー ン ツ ェ ワ著

『中国語 の受動態』(翻 訳)

ヴ ォル フガン グ ・カイザ ー著

『近代小説の成立 と危機』(翻 訳)
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凸 そ の習作時 代(1606-1620)一

ジ ョイスの 『肖懐』に関する二章

フランス語におけ る

アスペ ク トとその構成 因子について

近似 日本語材料 の直接再生実験H
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目 呉ミ 士F『!(67)
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董969年3月(第38輯)特 別.号

松尾正路 名誉教授記念号

松尾正路名誉教授の退官を惜しむ
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デ カル ト

晩年 の エ ロ シ ェン コ

ゴー リキイ の家系 につ い て 配

WilliamSo凱ersetMaugham'
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フランス文法 におけ る 「同格」の概念

脇 田 勇(99)

「毎月抄」私注
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ソ連版画家にあてた魯迅の書簡

九 十 年 代 批 評 に おけ る ゴ ー リキ イ

ス ペ ク トル 解 析 の た め の 、

フ ォー トラン ・プ ロ グ ラ ム

川 上 久 寿(1)

松 本 忠 司(19)

ア メリカ英語におけ る南部方言の特徴 について

意味解釈の能 力をめ ぐって

)

)

)

-

Q
げ
7

4

4

7
■

(

(

(

郎

三

穂

太英

昌

光

山

本

原

増

武

菅

1970年3月(第40輯)
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スキーにおけ る技術指導 と体力育成
可一 特に初心者の指導内容 と方法について一 ………藤 江 正(115)

＼1970年8月(第41輯)

『ルーシをめ ぐりて』の世界 と語 り手 の課 題

(自伝的主 人公 の問題 且) ,

アメリカ英語におけ る中部方言 の特徴について

『ロラγの歌 』におけ る 「キ リス ト教的驚 異」

言語構造 と意味
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1971年3月(第42輯)

魯迅と郁達夫 ーー)

ラグ ビ ーに おけ るイ ソ ターバ ル ・ トレー ニ ン グ の応 用 …藤

JQyceとVio(一)

1843年 英国劇場法の内容

L`9初 勿 ・4%9%5れ こおけ る現実描写
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1971年H月(第43輯)特 別 号

小樽商科大学創立60周年記念号

ルー ドヴィヒ ・ナ トルブの教育思想 と

「プロイセン教育改革」(1809-1819)

におけ るそ の業績について 〔そ の1〕'田 中 昭

Rittergutの 構造について 阿 部 謹

ゼ ノンの逆説をめ ぐって1 .武 隈 良

人間 と魚類 の血清蛋 白質に関す る比較生化学的研究 ……斎 藤

水泳 プールに関する調査研究'杉 山

ラグビー傷害 とその間 題点 『 藤 江,

陳紹禺(王 朝)と そ の魯迅論 川 上 久

『ル ーシをめ ぐりて』におけ るく遍歴者〉 の形象 と課 題

(自伝的主人公の問題 皿)松 本 忠

『荊 刀の刃』に関す る覚書 脇 田

徳(1)

也(39)

一(73)
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正(143)
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『ダ ブ リソ市 罠 』一 麻 痺 の中 心.永 原 和 夫(217)

黒 人文 学 の統 計 的 研 究
一Baldwinへ の一 つ の ア プ ロ ーチ

(Wright,Faulknerと の比 較 に お い て)菊 池.昭(249)

ア メ リカ英 語方 言 概 観 一 語い につ い て一 武 .本 昌 主(271)

新 高 独文 章 語 成 立 に お け る都 市 と書 き 言葉 小 野 光 代(311)

AdverbiaiTransportationMitsuhoSugawara(347)

HenryFord:AnAdventurewiththePeace

Move憩entof1915-1916RichardUAufdenkampe(371)

『毎月抄』私注 細 谷 直 樹1

ig72年8月(第44輯)

露訳 『野草』 の注釈について

サ マ セ ッ ト・モ ー ム の世 界

スキー技術 の推移

Emma,Polly,Gerty,Molly:Joyce,S

WomenandtheProgressibpof
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英語聴覚能力の一傾 向

〒L.L.に おけ る調査か ら一

DickVプard(59)

徒然草の編集過程について

根 本 慎(81)

細 谷 直 樹1

1973年3月(第45輯)

武隈良一名誉教授記念号

武隈教授の退官を惜しむ

偶然につい て

魯迅 の訳業に対す るベルジスグの批判

Faulkner文 学におけ る愛 と死 の意味(1)

現代生活と身体運動

実
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Readingの 指導 法 に 関す る若 干 の 問題 点 に つ い て … … 武

"AckermannausBOhmen"に おけ る

方 言 と文 章 語 の問 題 に つ い て 小 野 光

Questio且sonFodor'sThreeReasonsfor珂ot

Deriving彫 πfrolnCα πs6'01万 θ.菅 原 光
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1973年9月(第46輯)

モダニズムに関す る覚書

Faulkner文 学 に お け る愛 と死 の 意味(E)

Ki11、⇔Causetodieを 支 え る
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1974年3月(第47輯)

0∫ 伽 彫伽 βoη4α9θ試論

スペイ ン語 のいわゆ る非人称

挙 よび受動 のSε

脇 田

"Borrow,dRobes"ane``NakedFrailties";

AnEssayontheThemeandDramatic・

Structurein物oゐ6訪V量ewed
MainlythroughImagery

わ が 国 近代 商 業 教 育 制 度 の成 立 過 程(そ の1)

勇(1)

寺 崎 英 樹(・17)

君 羅 久 則(35)

田 中 昭 徳1・

1974年9月(第48輯)

劇作 家 ゴー リキイの出発 松 本 忠 司(1)

中国の"文化革命"後 におけ る

魯迅作品の運命 ア ・エ ヌ ・チ ェラボヴツェフ(25)
'

,(川 上久寿訳)

動詞の 自 ・他 の対立 に関す る一考察(1)
一 意味的特徴の変化 を中心 として一 ,高 嶋 稔(49)

産卵潮上期 サケ(OncorhynchusKeta)の

体 カロチノイ ド色素に関す る生 化学的

研究 皿一 産卵潮上期の表皮 カ ロチ ノ

イ ドの挙動 北原 直 ・斎藤 要(69)

ラ グ ビー の ゲ ー ム分 析

1975年3月(第49輯)

TheNatureofThomasSutpens

Tragedyin/1ゐs認o〃z,ノ1δ50Jo彿

OracularNaturel

Arnold'sRomanticQuest

藤 江

菊 池

0プ 飾 翅απ βoπ4σ92試 論 一 皿

正(1)

昭(27)

〆J
onBarrySANDERs(43)

ベーベルのは じめの婦人論(1)

田

田

脇

倉

勇(59)

稔(75)



完了過去は完了的な過去
一 スペイソ語の完了過去と不定過去一 寺 崎 英 樹(87)

1975年IO月(第50輯)

ソ連におけ る現代漢語 「是 」の研究

戯 曲 『小市民』 におけ るく葛藤〉 につい て

英語教育改善のための基本問題

一 誰が,何 を,何 故教え るのか一

動詞 の自 ・他 め対立 に関す る一考察(2)
一 意味的特徴 の変化を中心 として一

産卵潮上期 サケ(0〃`o漉 ア〃魏 〃論 θ'の の

体 カロチ ノイ ド色素に関す る生化学的

研究 皿一 産卵湖上期の精巣に於け る

アスタキサソチンの酵 索的分解作用

EduardBernsteins

LiterarischesWerk(1)

HumanityDivineIncomprehensible:

川 上 久 寿(1)

松 本 忠 司(19)

武 本 昌 三(38)

高 嶋 稔(63)

北原 直 ・斎藤 要 く81)

倉 田 稔(93)

TheCosmglogyof7勿Fo〃 グZρ θε … … …JonBarrア
,SANDERs(99.)

1976年3月(第51輯)

「是 」かんする若干 の疑問

6ゲ ・磁 彿伽 βo忽 σ8r6試 論一 皿一

戯 曲 『小市民』における

ドラマ トゥルギーの若干の問題

川 上

脇 田

動詞の 自 ・他 の対立に関す る一考察(3)
一 一意味的特徴 の変 化を中心 として一

久 寿(1)

勇(14)

松 本 忠 司(29)

『金融資本論の成立』補遺

CQnfessi耳gthroughthe`60,s

-The"Non-FictionNove1,,

inA蜘erica

嶋

田

高

倉

「春 の夜の夢 の浮橋」の詠をめ ぐって

稔(54)

稔(72)

JonBarrySanders(80)

細 谷 直 樹 ユ

1976年12月(第52輯)特 別 号

川村三千雄名誉教授の略歴と著作目録

北村正司名誉教授の略歴と著作目録

(1)

(3)



、

'

川村三千雄先生:

「カソ トの宗教哲学」への沈潜 と思索

川村先生の御退官を惜んで

哲 学 と 私

北村正司先生:「 英語教育」45年 の歩み

北村正司教授 につい て

回 想

ソ連におけ る笹秋白 ←う

『どん 底』 につ い ての走 りが き的 覚書

0ゾ 週協〃zσπ βo%4α96 .試論 一IV-

『ユ リシ ー ズ』 に お け る ・

ス テ ィー ヴ ソ ・デ ィー ダ ラス
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村

曾
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上

本

田

藤

藤

伊

武

川

伊

木

北

川

松

脇

"BestBe丘tstheDark";AWorldof

TragicIronyinRo〃 紹oα%4ノ π露θ彦

永 原 和 夫(79)

イギリス英語方言概観

HisanoriKimira(97)

動詞 の自 ・他 の対立 に関ず る一考察(4完)
一 意味的特徴 の変化を中心 として一

スペ イン語の

非人称再帰文におけ る"se"の 機能

産卵潮上期サケ(0π`07勿 πo肋ε'舵'の の

体 カロチ ノイ ド色素に関す る

武 本.昌 三(117り

高 嶋 稔(151)

生化学的研究一VI

寺 崎 英 樹(167)

わが国近代商業教育制度の成立過程(そ の2)

北原 直 ・斎藤 要(185)

田 中 昭 徳1

{977年3月(第35輯)

北 海 道 に お け る 日本 体 育 協 会(工A.S.A)

公 認 ス ポ ー ツ指 導 員 の 活 動状 況 の実 態

TheEtemalMindBounded:

Psychologica10rganization

inTゐ θFO%プZOσS

杉 山 登(1)

TheLearner'sErrors:Their

ImplicationsinFQreign-Language

In合tructionPatterns・

JonBarr又SANDERs(35)

言語能 力の一部 と しての可変規則

Rei年oIWAKI(56)

フ リー ドリヒ ・エ ン ゲ ル ス の実 豫 を 求 め て

一 カ ール ・マ ノレクス 『フ ラン ス に

おけ る階 級 闘争 』 へ のエ ンゲ ル ス の

序文(1895年)

根 本

倉 田

慎(80)

稔(99)



、

・分 離 派 教 徒 の 世 界一R .0.CrumIhey,

TheOldBelie▽ersandtheWorld

ofAntichristlこ よせ て 土 肥 恒 之(125)

、

L
'

1977年i2月(第54輯)

1「roblemsCo亘cemingHoraceBenbQw's誼ncestuousFeelings
トi

ntheManuscriptandtheTypescriptoftheOriginaI

VersionofSσ%c'廊 η(1)AkiraKIKucHI(1)

.PitchInformationProcessing .IsaoSHIMoMuRA(27)

ア メ リ カ に お け る 日本 語 教 育 と そ の 問 題 点 武 本 昌 三(45)
　

N.T.'フ ェ ドレン コ:詩 経 研 究 一 く 詩 経 〉 と

そ の 中 国文 学 に お け る地 位 川 上 久 寿訳(81)

『エ レ ッ ク とエ ニ ッ ド』私 注(・1)`,目'黒 士 門(89)

ロシ ア の 「後 進 性 」 に つ い て一G.Rozamanの ロシ ァ 、

都 市 発 達史 に 関す る近業 を め ぐっ て 栗 生 沢 猛 夫(107)

1978年3月(第55輯)

○

DieNegativePartikelπzim

GotischenYoshikazuMASUDA(1)

Notesona敷InをensiveTrainingPrQgra血in

・Japaneseas母ForeignLanguage… …MinoruTAKASHIMA(19)

ProblemsconcerningHorace ,Benbow'sIncestuous

FeelingsintheManusctiptandthecTypescript

oftheOriginalVersionof5α η伽 σ7ッ(2)… 、AkiraKIKUCHI(39)

0∫ 伽 彿απ』βo%4σ8・6試 論 一V一 脇 田 勇(49う

P.UHuetの 『小 説 起 源 論 』,中 ・川 勇 治(62)

「領地 管 理 令 」 研 究 へ の 一視 角
』
-18世 紀 初 頭 チ ェル カ:ッズ キ イ公領 の場 合 土 肥 恒 之(75)

1

1978年12月 、(第56輯)特 別 号

川上久寿名誉教授記念号

川上久寿先隼の足跡一 魯迅への

傾倒30有 余年

川上先生 と魯迅 』

職人 としてのわた くし

丁加 ルfoo%α%②S彦 κρθπoθ 覚 書
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初 稿 か ら見た'"Circe"挿 話 の制 作 方 法 と技 法

5απC'%σ7yに お レナる 「レイ ン コ ー ト」 と

「水筒 」の イ メジ ャ リーに つ い て

JdyceandJungandMollyBloQm

日英 語 の相 違 とそ の 自然 的

永 原 和 夫(29)

菊 池 昭(53)

社会的背景 について

スペ イン語の基本文型

Jon・BarrySanders(69)

星雲一 アベ ・レーナル と史的唯物論の起源

ヒル ファデ ィソグ(1915-1918)・ 一

ハプスブル グ帝国 め第1次 世界戦争時代

北海道におけ るラグ ビーの実 態調査

)

)

)
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11
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三

樹

邦

昌

英

祐

本

崎

辺

武

寺

渡

川上久寿名誉教授の略歴と著作目録

倉 田

藤 江

稔(150)

正(170)

(201)

1979年3月(第57輯)

周波数一電圧変換型ピッチ描記装置の
試作とその応用 下 村 五三夫(1)

エ リュアールの 『途絶え ざる詩』 について

一 ミューズ との婚礼一

"Sirens"挿 話 の音 楽

ErrorEvaluationinForeign-Language

IIユstruction

江 口 修(9)

永 原 和 夫(29)

ReizoIWAK1(50)

SirThomas、Elyot,sT乃oGooθ グπo%7andtheTheme

ofFriendshipinT乃 θ2晩7σ みα7z'oノ γθπゴoθ…HisanoriK!MIRA(70)

Verhaltnisdesgotische箆Artikels

zumgriechischenArtikelderVorlage… …YoshikazuMAsuDA(83)

『儒 林 外 史 』一 そ の読 書 人重 視 の立 場一 阿 部 泰 記1

'

、

1979年7月(第58輯)

BitingintoReality,theHeartofO6'sPθ730π 認 脈z甜 θ7

. .Jo且BarrySANDERs(1)

宮 岡 伯 入 著 『エ スキ モ ーの言 語 と文 化 』 を読 んで … … … 高 嶋 稔(27)

"Cyclops"挿 話 のGiga
ntism永 原 和 夫(46)

ベ ー ペ ル のは じめ の婦 人論(2)倉 田 稔(64)

声 道共 振 特 性 と声 帯 音源 特 性 の複 数 話 者 間 入れ 換 え

実験 につい て

『金瓶 梅詞話』 の叙述の混舌1について

下`村 五三夫(81.)

阿 部 泰 記1



1979年{2月(第59輯)

16・17世 紀 北 ロシ アの 修道 院 と農 民 闘争

ル ー ドル フ ・ヒル フ ァデ ィソ グ伝 初 章

英 語 教 育 に おけ る比 較 文化 論 へ の 展 望(1)

能 格 性(Ergativity)に 関 す る覚 書(1)・

CorrectiveTreatmentinForeigロLanguage

Learnin9

土 肥 恒 之(1)

倉 田 稔(29)
「武 本 昏 三(51)

高1町爲 稔(89)

メキ シ コ ・ス ペ イ ン語 の 完 了 につ い て.'

W。S.モ ー ムの小 説 の歴 史 的概 観 一 そ の ニ

ー1915年 か ら1938年 まで一 脇 田 勇(150)
,

手稿 本 に よ るオ リジ ナル版S伽c'%α7ッ の研究(1)… 菊 池 昭(167)

TheDiabolicalAspectofStまnksJQnBarrySanders(197)

湯顕 祖 の戯 曲観 一 情 の 重視 一 阿 部 泰 記1

岩 城

寺 崎

禮 三(110)

英 樹(133)

1


